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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の建物ユニットを組み合わせて構築された建物本体と、当該建物本体の外部に配設
されるバルコニーと、を備え、前記建物本体が、その内部に配置される部屋部と、当該部
屋部から前記バルコニーへと連続して当該バルコニーのインナー部分となるインナー部と
、を有するインナー付き建物ユニットを含んで構築されるユニット式建物において、
　前記インナー付き建物ユニットは、
　四隅に立設される柱と、これら柱の上端部同士および下端部同士をそれぞれ連結する天
井梁および床梁と、を有してなる略直方体状の骨組みと、
　前記骨組みの対向する前記床梁間に配設される床パネルと、を備えており、
　前記床パネル上に配設される前記インナー部が、
　当該インナー部の四隅に配置され、前記床パネル上に立設される複数の柱と、
　前記床パネル上に配設され、前記複数の柱の下端部間を連結する立ち上がり下地と、
　前記立ち上がり下地と前記床パネルとに亙って敷設される防水部材と、を有しており、
　前記バルコニーは、複数本の梁により枠組みされるバルコニー床フレームと、前記バル
コニー床フレームの上側に固定されるバルコニー床パネルと、を備えており、
　前記バルコニー床パネルは、前記インナー部側から前記バルコニー側へ向けて下るよう
に水勾配を有する勾配床面を備え、
　前記勾配床面は、前記床パネルの床面よりも上方に位置し、
　前記インナー部に位置する前記床パネル上には、前記バルコニー床パネルと接続され、
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当該インナー部の床面を形成する連結部材が配設されており、
　前記連結部材は、前記インナー部の前記床パネル上に取り付けられる調整材と、前記バ
ルコニー床パネルの前記勾配床面における前記インナー部側端部に取り付けられる調整材
と、に跨がって敷設されており、
　前記連結部材の上面は、２つの前記調整材の高さ調整により、前記勾配床面と略同じ勾
配で、かつ、略面一にされ、
　前記バルコニー床パネルの前記勾配床面から前記連結部材の上面へと連続して防水層が
敷設されていることを特徴とするユニット式建物。
【請求項２】
　請求項１に記載のユニット式建物において、
　前記床パネルは、
　前記骨組みの対向する前記床梁間に架設される複数の床根太の上面に敷設されており、
　当該床パネル上に配設される前記連結部材によって形成される前記インナー部の床面と
、前記バルコニーの床面と、が面一であることを特徴とするユニット式建物。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のユニット式建物において、
　前記インナー部の四隅に配置される複数の柱には、前記骨組みの柱のうちの少なくとも
一つが含まれていることを特徴とするユニット式建物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載のユニット式建物において、
　前記インナー部と前記部屋部との境界には建具が配設されており、
　前記建具は、前記境界に位置する前記床パネル上に配置され、前記複数の柱に固定され
ることを特徴とするユニット式建物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載のユニット式建物において、
　前記連結部材の下面には、２つの前記調整材の間に亙って軟質耐火材が配設されること
を特徴とするユニット式建物。
【請求項６】
　複数の建物ユニットを組み合わせてなる建物本体の外部に、バルコニーを配設して構築
するユニット式建物を、前記建物本体の内部に配置される部屋部と、当該部屋部から前記
バルコニーへと連続して当該バルコニーのインナー部分となるインナー部と、を有するイ
ンナー付き建物ユニットを含んで構築するバルコニーを備えたユニット式建物の構築方法
であって、
　複数本の梁により枠組みするバルコニー床フレームと、前記バルコニー床フレームの上
側に固定するバルコニー床パネルと、から前記バルコニーを形成し、
　前記バルコニー床パネルの前記インナー部側の端部から張り出すように前記バルコニー
床パネルの床面に防水層を敷設し、
　四隅に立設する柱の上端部同士および下端部同士を、それぞれ天井梁および床梁で連結
して略直方体状からなる前記インナー付き建物ユニットの骨組みを形成し、
　前記骨組みの対向する前記床梁間に床パネルを配設し、
　前記床パネル上の前記インナー部となる四隅の位置に複数の柱を立設し、
　前記床パネル上に立ち上がり下地を配設して、前記複数の柱の下端部間を連結し、
　前記立ち上がり下地と前記床パネルとに亙って防水部材を敷設して、前記バルコニーに
隣接して配置する前記インナー付き建物ユニットに前記インナー部を形成し、
　前記インナー部に位置する前記床パネル上に、前記バルコニー床パネルの床面と接続さ
れる連結部材を配設して当該インナー部の床面を形成し、
　前記バルコニー床パネルの端部から張り出した前記防水層を前記インナー部の床面へと
連続して敷設することを特徴とするバルコニーを備えたユニット式建物の構築方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、バルコニーを備えたユニット式建物およびその構築方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から住宅等の建物として、予め工場で製造した複数の建物ユニットを建築現場で組
み合わせることで構築される建物本体を備えたユニット式建物が利用されている。これら
建物ユニットは、周知の通り、四隅に立設される柱と、これら柱の上端部同士および下端
部同士をそれぞれ連結する天井梁および床梁と、を有する直方体状の箱形に形成された骨
組みを備えている。この骨組みには、床面材や壁面材、その他の適宜必要な設備部材等が
取り付けられることで建物ユニットとして形成される。このような建物ユニットを用いた
ユニット式建物においては、予め建物ユニットに床面材等が取り付けられていることから
、建築現場における作業が格段と軽減されるため、短期間で施工を完了でき、建築現場に
おける工期を大幅に短縮できるという利点がある。
【０００３】
　このようなユニット式建物では、バルコニー（例えば、インナーバルコニー）を構築す
る場合、例えば特許文献１に記載されるようなインナーバルコニーを備えた建物ユニット
（屋外床付建物ユニット）を、建物本体の当該インナーバルコニーを設ける位置に配設し
て、インナーバルコニーを形成している。
　この屋外床付建物ユニットは、上述した建物ユニットとほぼ同様に構成されており、建
物本体の内部（屋内側）に配置される部屋部と、該部屋部から建物本体の外部（屋外側）
に配置されるバルコニーへと連続するインナーバルコニー部と、を備えて形成されている
。
【０００４】
　具体的に、特許文献１の屋外床付建物ユニットは、上述した建物ユニットと同様に構成
された骨組みを有している。すなわち、四隅の柱の上端部・下端部を、それぞれ天井梁お
よび床梁で連結した直方体状の箱形に形成されている。これら天井梁は、長さの異なる各
一対の長辺天井梁および短辺天井梁を有しており、床梁は天井梁と同様に、長さの異なる
各一対の長辺床梁および短辺床梁を有している。
【０００５】
　これら短辺床梁の中間部分には、対向する短辺床梁同士を相互に連結する中間梁が架設
されると共に、当該短辺床梁の中間部分と、これに対応する短辺天井梁と、を相互に連結
する一対の間柱が立設されている。このため、屋外床付建物ユニットの床は、中間梁によ
って一対の短辺床梁の中間部分同士を結ぶように区画されている。そして、一方が発泡剤
で多孔質化した軽量気泡コンクリートからなるＡＬＣ板等で構成され、建物本体の外部に
配置されるバルコニー床として、他方が当該バルコニー床に隣接すると共に、建物本体の
内部に配置される室内床として形成されている。この室内床は、対向する長辺床梁および
中間梁の間に架け渡された複数の床根太と、この床根太に支持される床面材と、を備えて
いる。
【０００６】
　また、対向する長辺天井梁の間には、上述した建物ユニットと同様に、天井を形成する
天井面材を支持するための天井小梁が架け渡されている。このとき、屋外床付建物ユニッ
トの上面には、上述の建物ユニットと同様に、対角線状に一対のブレースが架設されてい
てもよい。なお、ここでは、屋外床付建物ユニットにおいて、各短辺床梁の中間部分同士
に中間梁を架設する場合について述べるが、一例であってこれに限らず、当該中間梁の架
設位置は、インナーバルコニーの大きさや配置等によって、適宜、変更可能であることは
言うまでもない。
【０００７】
　このように、従来のユニット式建物では、建物本体に対してインナーバルコニーを設置
する場合、当該バルコニーを配置する位置に上述の屋外床付建物ユニットを配設すること
で、当該インナーバルコニーを容易に構築することができる。しかも、かかるバルコニー



(4) JP 5934124 B2 2016.6.15

10

20

30

40

50

ユニットを用いることで、建物本体の下階に配設された下屋上に配置される下屋バルコニ
ー（ルーフバルコニー）や、建物本体に対して片持ち式に支持するように設置されるキャ
ンチバルコニー等を、当該屋外床付建物ユニットのバルコニー床に延在するように構築す
ることができ、インナーバルコニーから連続する各種バルコニーを容易に構築することも
可能である。
【０００８】
　ところで、インナーバルコニーは、通常、その階下に部屋が配置されている。このため
、インナーバルコニーの床部（バルコニー床）には、階下の部屋に対して雨漏れがないよ
うに、所定品質の防止処理が要求されている（例えば、特許文献２参照）。従って、屋外
床付建物ユニットにおけるバルコニー床は、以下のように構築されることが望ましい。
【０００９】
　すなわち、まず、屋外床付建物ユニットのバルコニー床側における長辺床梁と中間梁と
に亙って、ＡＬＣ板等からなる複数の床下地パネルを、床面の長手方向に沿って配設する
。次に、当該床下地パネルの水下側（手摺側）に側溝部材を取り付ける。その後に、床下
地パネルの上面および側溝部材の内面を覆うようにして防水シートを敷設する。このとき
、隣り合う防水シートは溶着によって一体化させる。また、別途、縁部用の防水シートに
よって、側溝部材に取り付けた下地立上り部と手摺部との間の水切り処理を行うなど、各
縁部の水切り処理をそれぞれ行う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２０００－２０４６６３号公報
【特許文献２】特開平１０－１４０６４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、特許文献１に記載された屋外床付建物ユニットを用いてインナーバルコ
ニーを構築する場合、当該屋外床付建物ユニットは建物ユニットをベースとして形成され
るが、一つのユニット内に部屋部とインナーバルコニー部とを備えることから、中間梁に
よってバルコニー床と室内床とに区画したり、これら部屋部とインナーバルコニー部との
間にサッシ等の建具を設けたり、防水処理を施したり等の手間が掛かる問題があった。
【００１２】
　これに加えて、インナーバルコニー部を建築現場にて形成する場合には、当該現場での
作業が増加して煩雑になることから、短期間での施工が困難となり、建築現場における工
期を遅らせる虞もあった。従って、上述のような屋外床付建物ユニットでは、インナーバ
ルコニーを構築するためのコストの増大が懸念されている。
【００１３】
　また、かかる特許文献２の技術では、床面の大きさにあわせて複数の床下地パネルを配
設すると共に、防水下地立上り材の取付け作業や、床下地パネル間の目地埋めおよびその
乾燥作業、接着剤塗布、防水シートの貼り付け作業など、複数の作業が必要となる。特に
防水シート間の溶着作業などは、資格者による作業となり熟練を要する。
　さらに、特許文献１の屋外床付建物ユニットは工場のユニット組立ラインにて生産され
るが、上述の特許文献２の技術を採用する場合、その目地埋めや、接着剤塗布およびそれ
らの乾燥作業などは、養生などに所要の時間が要求される上、ユニット組立ラインでの作
業とならずに、ライン外の作業となる。このことは、インナーバルコニー構築における工
数増加の一因となってしまう。
【００１４】
　そこで、本発明は上述した事情に鑑みてなされたもので、バルコニーを備えたユニット
式建物を構築する際、現場作業を大幅に簡略化し、施工期間を短縮化できると共に、ユニ
ット製造が容易でコストダウンを図ることを目的とする。



(5) JP 5934124 B2 2016.6.15

10

20

30

40

50

【課題を解決するための手段】
【００１５】
　請求項１に記載の発明は、例えば図１～図６に示すように、複数の建物ユニットを組み
合わせて構築された建物本体と、当該建物本体の外部に配設されるバルコニーと、を備え
、前記建物本体が、その内部に配置される部屋部と、当該部屋部から前記バルコニーへと
連続して当該バルコニーのインナー部分となるインナー部と、を有するインナー付き建物
ユニットを含んで構築されるユニット式建物において、
　前記インナー付き建物ユニットは、
　四隅に立設される柱と、これら柱の上端部同士および下端部同士をそれぞれ連結する天
井梁および床梁と、を有してなる略直方体状の骨組みと、
　前記骨組みの対向する前記床梁間に配設される床パネルと、を備えており、
　前記床パネル上に配設される前記インナー部が、
　当該インナー部の四隅に配置され、前記床パネル上に立設される複数の柱と、
　前記床パネル上に配設され、前記複数の柱の下端部間を連結する立ち上がり下地と、
　前記立ち上がり下地と前記床パネルとの間に敷設される防水部材と、を有しており、
　前記バルコニーは、複数本の梁により枠組みされるバルコニー床フレームと、前記バル
コニー床フレームの上側に固定されるバルコニー床パネルと、を備えており、
　前記バルコニー床パネルは、前記インナー部側から前記バルコニー側へ向けて下るよう
に水勾配を有する勾配床面を備え、
　前記勾配床面は、前記床パネルの床面よりも上方に位置し、
　前記インナー部に位置する前記床パネル上には、前記バルコニー床パネルと接続され、
当該インナー部の床面を形成する連結部材が配設されており、
　前記連結部材は、前記インナー部の前記床パネル上に取り付けられる調整材と、前記バ
ルコニー床パネルの前記勾配床面における前記インナー部側端部に取り付けられる調整材
と、に跨がって敷設されており、
　前記連結部材の上面は、２つの前記調整材の高さ調整により、前記勾配床面と略同じ勾
配で、かつ、略面一にされ、
　前記バルコニー床パネルの前記勾配床面から前記連結部材の上面へと連続して防水層が
敷設されていることを特徴とする。
【００１６】
　請求項１に記載のユニット式建物によれば、建物本体を形成する複数の建物ユニットに
含まれ、当該建物本体の外部のバルコニーへと連続する部位に配設されるインナー付き建
物ユニットを、簡易な構成で容易に形成することができる。すなわち、このインナー付き
建物ユニットは、四隅に立設される柱の上端部同士および下端部同士を、それぞれ天井梁
および床梁で連結してなる略直方体状の骨組みを有し、この骨組みの対向する床梁間に床
パネルを配設している。つまり、このインナー付き建物ユニットは、建物本体を形成する
複数の建物ユニットと、骨組みおよび床パネルを備えてなる構成において共通しており、
換言すれば、所謂通常の建物ユニットを流用することができる。そして、この床パネル上
においてインナー部となる四隅に複数の柱を配置し、これら複数の柱の下端部間を立ち上
がり下地によって連結し、これら立ち上がり下地と床パネルとに亙って防水部材を敷設す
るという簡易な構成で容易に形成することができる。
　このように、インナー部の構成を簡易化できるので、建物本体を形成する複数の建物ユ
ニットのうちのいずれかの床パネル上に形成することで、インナー付き建物ユニットを容
易に形成することができる。そして、このインナー部に位置する床パネル上に、バルコニ
ーの床面と接続され、当該インナー部の床面を形成する連結部材を配設し、これらバルコ
ニーの床面からインナー部の床面へと連続して防水層を配設することでバルコニーとイン
ナー付き建物ユニットとの連結構造を簡略化でき、インナー部分を備えたバルコニー（換
言すれば、インナーバルコニー）を容易に形成することができる。
　よって、従来のように、中間梁を用いてインナー部の床と室内床とを区画するなどのイ
ンナー部構築の手間を省くことができるので、インナーバルコニー構築における作業工数
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を大幅に低減することができる。このとき、インナー付き建物ユニットは、予め工場にて
建物ユニットの製造ライン（ユニット組立ライン）で形成することもできるし、建築現場
にて建物ユニットにインナー部を配設することで容易に形成することもできる。但し、予
め工場のユニット組立ラインにて生産しておけば、その分、当該現場での作業工数を減ら
すことができて当該作業をさらに簡略化でき、より一段と短期間での施工が可能となるた
め、建築現場における工期を大幅に短縮することが可能となる。従って、このインナー付
き建物ユニットを用いれば、インナーバルコニーを構築するためのコストダウンを図るこ
とができる。
　かくして、請求項１に記載のユニット式建物によれば、現場作業を大幅に簡略化し、施
工期間を短縮化できると共に、ユニット製造が容易でコストダウンを図ることができる。
　また、バルコニーの床面と接続され、インナー部の床面を形成する連結部材が、インナ
ー部の床パネル上に取り付けられる調整材と、バルコニーの床面におけるインナー部側端
部に取り付けられる調整材と、に跨がって敷設されている。そして、これら調整材の高さ
調整に応じて、インナー部側からバルコニー側へ向けて下るように傾斜する勾配を設けて
いる。これにより、建物本体の外部側に配置されるインナー部において、雨などの自然環
境や、ガーデニングまたは清掃等に関わる水が溜るのを未然に回避でき、排水対策を講じ
ることができる。
【００１７】
　請求項２に記載の発明は、例えば図１および図６に示すように、請求項１に記載のユニ
ット式建物において、
　前記床パネルは、
　前記骨組みの対向する前記床梁間に架設される複数の床根太の上面に敷設されており、
　当該床パネル上に配設される前記連結部材によって形成される前記インナー部の床面と
、前記バルコニーの床面と、が面一であることを特徴とする。
【００１８】
　請求項２に記載の発明によれば、インナー部が配設される床パネルは、骨組みの対向す
る床梁間に架設される複数の床根太の上面に敷設されており、当該床パネル上に配設され
る連結部材によって形成されるインナー部の床面と、バルコニーの床面とが面一であるの
で、インナー部からバルコニーへと床面を段差なく連続して形成することができる。
【００１９】
　請求項３に記載の発明は、例えば図２～４に示すように、請求項１または２に記載のユ
ニット式建物において、
　前記インナー部の四隅に配置される複数の柱には、前記骨組みの柱のうちの少なくとも
一つが含まれていることを特徴とする。
【００２０】
　請求項３に記載の発明によれば、インナー部の四隅に立設される柱のうち、少なくとも
一つの柱として骨組みの柱を流用することで、インナー部に使用する柱の数を削減、すな
わち部品点数を削減してコストを抑えることができると共に、インナー付き建物ユニット
の隅部を利用してインナー部を設けることができる分、剛性を確保することが容易になる
。
【００２１】
　請求項４に記載の発明は、例えば図１および図６に示すように、請求項１～３のいずれ
か一項に記載のユニット式建物において、
　前記インナー部と前記部屋部との境界には建具が配設されており、
　前記建具は、前記境界に位置する前記床パネル上に配置され、前記複数の柱に固定され
ることを特徴とする。
【００２２】
　請求項４に記載の発明によれば、インナー部と部屋部との境界に配設される建具が、当
該境界に位置する床パネル上に配置され、インナー部の複数の柱に固定されるので、従来
に比して、インナー付き建物ユニットを形成するための手間を省き、ユニット製造が格段
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と容易でコストダウンを図ることができる。
【００２３】
　請求項５に記載の発明は、例えば図６に示すように、請求項１～４のいずれか一項に記
載のユニット式建物において、前記連結部材の下面には、２つの前記調整材の間に亙って
軟質耐火材が配設されることを特徴とする。
【００２５】
　請求項６に記載の発明は、複数の建物ユニットを組み合わせてなる建物本体の外部に、
バルコニーを配設して構築するユニット式建物を、前記建物本体の内部に配置される部屋
部と、当該部屋部から前記バルコニーへと連続して当該バルコニーのインナー部分となる
インナー部と、を有するインナー付き建物ユニットを含んで構築するバルコニーを備えた
ユニット式建物の構築方法であって、
　複数本の梁により枠組みするバルコニー床フレームと、前記バルコニー床フレームの上
側に固定するバルコニー床パネルと、から前記バルコニーを形成し、
　前記バルコニー床パネルの前記インナー部側の端部から張り出すように前記バルコニー
床パネルの床面に防水層を敷設し、
　四隅に立設する柱の上端部同士および下端部同士を、それぞれ天井梁および床梁で連結
して略直方体状からなる前記インナー付き建物ユニットの骨組みを形成し、
　前記骨組みの対向する前記床梁間に床パネルを配設し、
　前記床パネル上の前記インナー部となる四隅の位置に複数の柱を立設し、
　前記床パネル上に立ち上がり下地を配設して、前記複数の柱の下端部間を連結し、
　前記立ち上がり下地と前記床パネルとに亙って防水部材を敷設して、前記バルコニーに
隣接して配置する前記インナー付き建物ユニットに前記インナー部を形成し、
　前記インナー部に位置する前記床パネル上に、前記バルコニー床パネルの床面と接続さ
れる連結部材を配設して当該インナー部の床面を形成し、
　前記バルコニー床パネルの端部から張り出した前記防水層を前記インナー部の床面へと
連続して敷設することを特徴とする。
【００２６】
　請求項６に記載のユニット式建物の構築方法によれば、建物本体を形成する複数の建物
ユニットに含まれ、当該建物本体の外部のバルコニーへと連続する部位に配設されるイン
ナー付き建物ユニットを、簡易な構成で容易に形成することができる。すなわち、このイ
ンナー付き建物ユニットは、四隅に立設される柱の上端部同士および下端部同士を、それ
ぞれ天井梁および床梁で連結してなる略直方体状の骨組みを有し、この骨組みの対向する
床梁間に床パネルを配設している。つまり、このインナー付き建物ユニットは、建物本体
を形成する複数の建物ユニットと、骨組みおよび床パネルを備えてなる構成において共通
しており、換言すれば、所謂通常の建物ユニットを流用することができる。そして、この
床パネル上においてインナー部となる四隅に複数の柱を配置し、これら複数の柱の下端部
間を立ち上がり下地によって連結し、これら立ち上がり下地と床パネルとに亙って防水部
材を敷設するという簡易な構成で容易に形成することができる。
　このように、インナー部の構成を簡易化できるので、建物本体を形成する複数の建物ユ
ニットのうちのいずれかの床パネル上に形成することで、インナー付き建物ユニットを容
易に形成することができる。そして、このインナー部に位置する床パネル上に、バルコニ
ーの床面と接続され、当該インナー部の床面を形成する連結部材を配設し、これらバルコ
ニーの床面からインナー部の床面へと連続して防水層を配設することでインナーバルコニ
ーを形成することができる。
　よって、従来のように、中間梁を用いてインナー部の床と室内床とを区画したりするイ
ンナー部構築の手間を省くことができるので、インナーバルコニー構築における作業工数
を大幅に低減することができる。このとき、インナー付き建物ユニットは、予め工場にて
建物ユニットの製造ライン（ユニット組立ライン）で形成することもできるし、建築現場
にて建物ユニットにインナー部を配設することで容易に形成することもできる。但し、予
め工場のユニット組立ラインにて生産しておけば、その分、当該現場での作業工数を減ら
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すことができて当該作業をさらに簡略化でき、より一段と短期間での施工が可能となるた
め、建築現場における工期を大幅に短縮することが可能となる。従って、このインナー付
き建物ユニットを用いれば、インナーバルコニーを構築するためのコストダウンを図るこ
とができる。
　かくして、請求項６に記載のユニット式建物の構築方法によれば、現場作業を大幅に簡
略化し、施工期間を短縮化できると共に、ユニット製造が容易でコストダウンを図ること
ができる。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、バルコニーを備えたユニット式建物を構築する際、現場作業を大幅に
簡略化し、施工期間を短縮化できると共に、ユニット製造が容易でコストダウンを図るこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の一実施形態におけるユニット式建物を側面側から見て示す断面図である
。
【図２】図１のユニット式建物における要部を拡大して示す平面図である。
【図３】図１のユニット式建物におけるインナー付き建物ユニットが形成される過程を示
し、（ａ）は床フレームが形成された様子を示す平面図、（ｂ）は床パネル上にインナー
部の柱が立設された様子を示す平面図、（ｃ）は床パネル上に立ち上がり下地が配設され
、インナー部が形成された様子を示す平面図である。
【図４】図１のユニット式建物におけるインナー付き建物ユニットが形成される過程を示
し、（ａ）は床パネル上にインナー部の柱が立設された様子を示す分解斜視図、（ｂ）は
床パネル上に立ち上がり下地が配設される様子を示す分解斜視図、（ｃ）は床パネル上に
立ち上がり下地が配設され、インナー部が形成された様子を示す分解斜視図、（ｄ）はイ
ンナー部の立ち上がり下地に外壁受けフレームが取り付けられた様子を示す分解斜視図で
ある。
【図５】インナー付き建物ユニットに配設される立ち上がり下地を示し、（ａ）は立ち上
がり下地を分解して示す分解斜視図、（ｂ）はサブアッシ化された立ち上がり下地を示す
斜視図である。
【図６】図２のバルコニーおよびインナー付き建物ユニットのＡ－Ａ断面を示す断面図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、本発明の一実施形態について図面を参照しながら詳細に説明する。
　図１は、本発明の一実施形態におけるユニット式建物１を側面側から見て示す断面図で
あり、図２は、図１のユニット式建物１における要部（すなわち、後述するルーフバルコ
ニー５およびインナー付き建物ユニット２０）を拡大して示す平面図である。
【００３０】
　図１および図２に示すように、本実施形態のユニット式建物１は、上階（２階）部分を
有する建物本体２と、この建物本体２上に配設される陸屋根構造の屋根３と、この屋根３
の棟に直交する方向（妻方向）に張り出し、一階部分の一部を構成する下屋４と、この下
屋４上に設けられた下屋バルコニー（ルーフバルコニー）５とを備えて構成されている。
【００３１】
　このユニット式建物１を構成する建物本体２は、四隅に立設された柱１１の上端部およ
び下端部を、それぞれ天井梁１２および床梁１３によって結合された略直方体状の箱形か
らなる骨組みを有し、規定の寸法からなる複数の建物ユニット１０が水平方向（前後左右
）および垂直方向（上下）に並列して組み合わされることにより構築されている。すなわ
ち、ユニット式建物１は、複数の建物ユニット１０を組み合わせて構築された建物本体２
と、当該建物本体２の外部に配設されるルーフバルコニー５と、を備えている。
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【００３２】
　そして、建物本体２の上階部分において、ルーフバルコニー５と隣接する部位には、そ
の内部に配置される部屋部２１と、当該部屋部２１からルーフバルコニー５へと連続して
当該ルーフバルコニー５のインナー部分となるインナー部２２と、を有するインナー付き
建物ユニット２０が配設されている。すなわち、建物本体２は、部屋部２１と、インナー
部２２と、を有するインナー付き建物ユニット２０を含んで構築されている。
【００３３】
　ここで、建物本体２のルーフバルコニー５と隣接する部位に配設されるインナー付き建
物ユニット２０について、図３～図５を参照しながら説明する。
　図３は、インナー付き建物ユニット２０が形成される過程を示し、（ａ）は床フレーム
２６が形成された様子を示す平面図、（ｂ）は床パネル２７上にインナー部２２の柱２８
ａ～２８ｃが立設された様子を示す平面図、（ｃ）は床パネル２７上に立ち上がり下地２
９が配設され、インナー部２２が形成された様子を示す平面図である。図４は、インナー
付き建物ユニット２０が形成される過程を示し、（ａ）は床パネル２７上にインナー部２
２の柱２８ａ～２８ｃが立設された様子を示す分解斜視図、（ｂ）は床パネル２７上に立
ち上がり下地２９が配設される様子を示す分解斜視図、（ｃ）は床パネル２７上に立ち上
がり下地２９が配設され、インナー部２２が形成された様子を示す分解斜視図、（ｄ）は
インナー部２２の立ち上がり下地２９に外壁受けフレーム３０が取り付けられた様子を示
す分解斜視図である。また、図５はインナー付き建物ユニット２０に配設される立ち上が
り下地２９を示し、（ａ）は立ち上がり下地２９を分解して示す分解斜視図、（ｂ）はサ
ブアッシ化された立ち上がり下地２９を示す斜視図である。
【００３４】
　具体的に、このインナー付き建物ユニット２０は、図３および図４に示すように、四隅
に立設される柱２３ａ～２３ｄと、これら柱２３ａ～２３ｄの上端部同士および下端部同
士をそれぞれ連結する天井梁２４ｕ（図１参照）および床梁２４ａ～２４ｄと、を有して
なる略直方体状の骨組みを有している。そして、この骨組みの対向する床梁２４ｂ，２４
ｄ間には、複数の床根太２５…が架設されており（図３（ａ）参照）、これら床根太２５
…の上面に床パネル２７が敷設されている（図３（ｂ）参照）。すなわち、インナー付き
建物ユニット２０は、骨組みと、床パネル２７とを有してなる構造が、他の複数の建物ユ
ニット１０（換言すれば、規定寸法からなる一般的な建物ユニット１０）とほぼ同様に構
成されている。
【００３５】
　また、本実施形態のインナー付き建物ユニット２０の場合、床パネル２７上に建物本体
２の内部に配置される部屋部２１と、当該部屋部２１からルーフバルコニー５へと連続し
て当該ルーフバルコニー５のインナー部分となるインナー部２２とが配設されている。す
なわち、床パネル２７上においてインナー部２２となる部位の四隅に複数の柱２８ａ～２
８ｃ，２３ｂが立設され（図３（ｂ）および図４（ａ）参照）、これら複数の柱２８ａ～
２８ｃ，２３ｂの下端部間が床パネル２７上に配設される立ち上がり下地２９によって連
結されている（図３（ｃ）、図４（ｂ）および図４（ｃ）参照）。
【００３６】
　このとき、インナー部２２の四隅に配置される複数の柱２８ａ～２８ｃ，２３ｂには、
インナー付き建物ユニット２０を構成する骨組みの柱２３ａ～２３ｄのうちの少なくとも
一つ（ここでは、柱２３ｂ）が含まれることが好ましい。このように、インナー部２２の
四隅に立設される柱２８ａ～２８ｃ，２３ｂのうち、少なくとも一つの柱として骨組みの
柱２３ｂを流用することで、インナー部２２に使用する柱の数を削減、すなわち部品点数
を削減してコストを抑えることが可能になっている。これに加えて、インナー付き建物ユ
ニット２０の隅部（この場合、柱２３ｂ側の隅部）を利用してインナー部２２を設けるこ
とで、剛性を確保することが容易になる利点を備えることが可能となっている。
【００３７】
　ここで、立ち上がり下地２９は、図５（ａ）に示すように、複数（ここでは、３つ）に
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分割された下地部２９ａ～２９ｃと、これら下地部２９ａ～２９ｃにそれぞれ覆設される
塩ビ鋼板などからなる下地仕上げ部材２９ｄ～２９ｇと、下地部２９ａ，２９ｂ部分に配
設される防水部材としての防水シート２９ｈ，２９ｈとを有している。そして、これらは
図５（ｂ）に示すように、それぞれサブアッシ化されており、床パネル２７上への組付性
を向上できるようになっている。
【００３８】
　具体的に、下地部２９ａおよび２９ｂは、平面視においてそれぞれ対称となる略クラン
ク形状をなしており、インナー部２２の両側部に位置する柱２３ｂ，２８ａ間および柱２
８ｂ，２８ｃ間にそれぞれ配設され、これらの下端部を連結している（図３（ｃ）および
図４（ｂ），（ｃ）参照）。また、下地部２９ｃは略角柱形状をなしており、床パネル２
７側のインナーバルコニー５側に位置する端部の全辺に亙って、インナーバルコニー５側
へ向けて突出する部位を有している。そして、この下地部２９ｃは、下地部２９ａ，２９
ｂの部屋部２１側となる端部間（すなわち、柱２８ａ，２８ｃの下端部間）を連結するよ
うに配設され、これら柱２８ａ，２８ｃの下端部を連結している（図３（ｃ）および図４
（ｃ）参照）。
【００３９】
　このとき、これら下地部２９ａ～２９ｃには、それぞれ対応する下地仕上げ部材２９ｄ
～２９ｇが、上面側、インナー部２２の内周側およびルーフバルコニー５側を被覆するよ
うに配設される。具体的には、下地部２９ａ，２９ｂに対して、それぞれ当該下地部２９
ａ，２９ｂと同様に対称の形状をなす下地仕上げ部材２９ｄ，２９ｅ，２９ｆが、下地部
２９ｃに対して、断面略くの字形状をなす下地仕上げ部材２９ｇが、それぞれ覆設される
。そして、各々下地仕上げ部材２９ｄ，２９ｅ，２９ｆが覆設された下地部２９ａ，２９
ｂには、さらに防水シート２９ｈ，２９ｈが配設される。この防水シート２９ｈ，２９ｈ
は、立ち上がり下地２９における下地部２９ａ，２９ｂと、床パネル２７との間に（換言
すれば、下地部２９ａ，２９ｂの上面側から床パネル２７上に亙って）敷設されるように
なっている。
【００４０】
　さらに、柱２３ｂ，２８ａ間および柱２８ｂ，２８ｃ間における下地部２９ａ，２９ｂ
の上方側には気泡コンクリートからなるＰＡＬＣ（Precastable Autoclaved Lightweight
 Ceramics）等の外壁パネル６（図２参照）を取り付けるための外壁受け部である外壁受
けフレーム３０ａ，３０ｂが架設されている（図４（ｄ）参照）。また、柱２８ａ，２８
ｃ間における下地部２９ｃの上方側にも同様に、外壁受けフレーム３０ｃが架設されてい
ると共に、当該外壁受けフレーム３０ｃから天井梁２４ｕ（図１参照）に架けて間柱３０
ｄ，３０ｅが立設されている（図４（ｄ）参照）。これにより、インナー部２２に外壁パ
ネル６が取付可能になっている（図２参照）。
【００４１】
　また、インナー部２２と部屋部２１との境界に位置する柱２８ａ，２８ｃ間に配設され
た間柱３０ｄ，３０ｅ間には、建物本体２内とルーフバルコニー５とを行き来するための
窓サッシ等の建具３１（図１または後述する図６参照）を有する出入口が設けられるよう
になっている。このように、インナー部２２と部屋部２１との境界に配設される建具３１
が、当該境界に位置する床パネル２７上に配置され、インナー部２２の複数の柱２８ａ～
２８ｃ，２３ｂに対して、外壁受けフレーム３０ｃ、天井梁２４ｕ（図１参照）および間
柱３０ｄ，３０ｅを介して固定されるので、従来に比して、インナー付き建物ユニット２
０を形成するための手間を省き、ユニット製造が格段と容易でコストダウンを図ることが
できるようになっている。なお、建具３１は、予め工場等において外壁受けフレーム３０
ｃ、天井梁２４ｕおよび間柱３０ｄ，３０ｅを介してインナー部２２の複数の柱２８ａ～
２８ｃ，２３ｂに固定された状態で建設現場に搬送されるか、建設現場において設置され
るインナー部２２に対して、窓サッシをサッシ用フレームに固定してからクレーン等で吊
り上げ設置されるようになっている。
【００４２】
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　このように、本実施形態の技術によれば、床パネル２７上に複数の柱２８ａ～２８ｃ，
２３ｂと、これら柱２８ａ～２８ｃ，２３ｂの下端部を連結する立ち上がり下地２９と、
を配設するという簡単な構成により、建物本体２の内部に配設される部屋部２１と、建物
本体２の外部に配設されるルーフバルコニー５へと連続するインナー部２２とを区画（イ
ンナー部２２を形成）して、インナー付き建物ユニット２０を容易に形成することができ
るようになっている。
【００４３】
　換言すれば、所謂、一般的な建物ユニット１０の床パネル（床パネル２７）上に複数の
柱２８ａ～２８ｃ，２３ｂと、立ち上がり下地２９と、を配設することによってインナー
部２２を簡単に形成することができ、よって、部屋部２１と、インナー部２２とを有する
インナー付き建物ユニット２０を容易に構築することができるようになっている。
【００４４】
　次に、かかるインナー付き建物ユニット２０と、ルーフバルコニー５との連結構造につ
いて、図６を参照しながら説明する。なお、インナー付き建物ユニット２０と、後述する
バルコニーユニット５０との接続構造は、ボルト・ナット等により、隣接する梁同士を固
定する既存の接続構造であるため、ここでは詳細な説明を割愛する。
　図６は、図２のルーフバルコニー５およびインナー付き建物ユニット２０のＡ－Ａ断面
を示す断面図である。
【００４５】
　ルーフバルコニー５は、下屋４を構成する下階（１階）側の建物ユニット１０上に積み
重ねられたバルコニーユニット５０からなり、当該バルコニーユニット５０および建物本
体２の上階（２階）側のインナー付き建物ユニット２０と連結されている。そして、ルー
フバルコニー５へは、インナー付き建物ユニット２０のインナー部２２に設けられた建具
３１を介して建物本体２の２階部分から出入り可能に構成されている。
【００４６】
　このバルコニーユニット５０は、略矩形状に枠組みされた４本の梁からなるバルコニー
床フレーム５１と、その上側に固定された略矩形状の軽量気泡コンクリート製床パネル５
２（以下、これをＡＬＣ床パネル５２と称す）とを有して構成されている。このＡＬＣ床
パネル５２は、水勾配を有する勾配床面となっており、ルーフバルコニー５の床面を構成
する。また、ＡＬＣ床パネル５２の上面側には、その周縁部分に沿って手摺部５３が設け
られている。手摺部５３は、板状の外壁パネル６、中空板状の内壁部５３ａと、外壁パネ
ル６および内壁部５３ａの上端部分を覆う上端部５３ｂと、を備えて構成されている。
【００４７】
　ＡＬＣ床パネル５２の上面には、予め工場等において防水用シート等からなる防水層５
４が敷設された状態で建設現場に搬送されるようになっている。この防水層５４の建物本
体２側（すなわち、インナー付き建物ユニット２０のインナー部２２側）の端部は、ＡＬ
Ｃ床パネル５２から張り出した状態で敷設され、建設現場で当該張り出した部分が、イン
ナー付き建物ユニット２０のインナー部２２の床パネル２７上に配設される連結部材４０
の上面および下地仕上げ部材２９ｇの下部を覆うことができるように設けられている。こ
のようにして、建設現場での防水処理作業が容易化できるようになっている。
【００４８】
　また、ＡＬＣ床パネル５２の手摺部５３側の端部と、当該手摺部５３との間（換言すれ
ば、手摺部５３およびＡＬＣ床パネル５２の勾配方向下端側の間）には排水溝５５が設け
られている。この排水溝５５は、排水溝本体５５ａと、手摺部５３側の垂直に立ち上がっ
ている垂直取付部５５ｂと、ＡＬＣ床パネル５２側の上面表面に形成された水平溝（不図
示）に対応した図示省略する水平取付部と、を備えた一般的な構造で構成されている。排
水溝本体５５ａは、ゴミなどを流さず、液体のみを流す構造を備えた一般的な排水溝であ
る。垂直取付部５５ｂは、手摺部５３の内壁部５３ａの側面に沿っており、上端部分が内
壁部５３ａの中間部分に挟まれるようになっている。
【００４９】
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　具体的に、バルコニーユニット５０と、当該バルコニーユニット５０に隣接配置された
インナー付き建物ユニット２０との連結部分には、面材としての耐火性を有した硬質木片
セメント板等からなる連結部材４０が配設されている。この連結部材４０は、一端側がイ
ンナー付き建物ユニット２０におけるインナー部２２の床パネル２７上に配設された板材
としての複数の合板からなる調整材４１ａに固定支持されており、他端側がバルコニーユ
ニット５０のＡＬＣ床パネル５２のインナー部２２側端部に取り付けられる板材としての
複数の合板からなる調整材４１ｂに固定支持されている。すなわち、連結部材４０は、こ
れら調整材４１ａと調整材４１ｂとに跨がって敷設されている。
【００５０】
　このとき、連結部材４０の上面は、これら調整材４１ａ，４１ｂによる高さ調整によっ
て、ＡＬＣ床パネル５２の上面と略一致するように（つまり、床面同士が面一となるよう
に）設定されている。また、連結部材４０の裏面には、補強のための芯材（不図示）が短
辺方向に沿って貼り付けられている。このように、インナー部２２の床パネル２７上に配
設される連結部材４０によって形成されるインナー部２２の床面４３と、ルーフバルコニ
ー５の床面（ＡＬＣ床パネル５２）とを面一とすることにより、インナー部２２からルー
フバルコニー５へと、床面を段差なく連続して形成することができるようになっている。
【００５１】
　また、連結部材４０の下面側には、調整材４１ａおよび調整材４１ｂ間に亙って軟質耐
火材であるグラスウール(glass wool)４２が配設されている。グラスウール４２は、連結
部材４０と、インナー部２２の床パネル２７との間に設けられ、連結部材４０と共に、隣
接する建物等の火災が、隙間部分を介して、当該建物に延焼するのを防止し得るようにな
っている。
【００５２】
　さらに、このように互いに連続して設けられたＡＬＣ床パネル５２と連結部材４０との
上面には、連結部材４０に対し、調整材４１ａ，４１ｂの高さを調整することに応じて、
インナー部２２側からルーフバルコニー５側へ向けて下るように傾斜する勾配（すなわち
、雨水等を排水溝５５へと排水するための水勾配）を設けることが可能となっている。こ
れにより、建物本体２の外部側に配置されるインナー部２２において、雨などの自然環境
や、ガーデニングまたは清掃等に関わる水が溜るのを未然に回避でき、排水対策を講じる
ことができるようになっている。
【００５３】
　なお、防水層５４上には、ルーフバルコニー５の床面（ＡＬＣ床パネル５２）からイン
ナー部２２の床面４３へと連続する化粧材（不図示）が配設される。このように、ルーフ
バルコニー５の床面（ＡＬＣ床パネル５２）からインナー部２２の床面４３へと連続する
化粧材を備えることで、これらルーフバルコニー５の床面（ＡＬＣ床パネル５２）とイン
ナー部２２の床面４３とを繋ぎ目なく連続しているように見せることができ、外観の向上
を図ることができる利点を備えることが可能となっている。
【００５４】
　以上、説明したように、本実施形態のユニット式建物１およびその構築方法によれば、
建物本体２を形成する複数の建物ユニット１０に含まれ、当該建物本体２の外部のルーフ
バルコニー５へと連続する部位に配設されるインナー付き建物ユニット２０を、簡易な構
成で容易に形成することができる。すなわち、このインナー付き建物ユニット２０は、四
隅に立設される柱２３ａ～２３ｄの上端部同士および下端部同士を、それぞれ天井梁２４
ｕおよび床梁２４ａ～２４ｄで連結してなる略直方体状の骨組みを有し、この骨組みの対
向する床梁２４ｂ，２４ｄ間に床パネル２７を配設している。つまり、このインナー付き
建物ユニット２０は、建物本体２を形成する複数の建物ユニット１０と、骨組みおよび床
パネル２７を備えてなる構成において共通しており、換言すれば、所謂通常の建物ユニッ
ト１０を流用することができる。そして、この床パネル２７上においてインナー部２２と
なる四隅に複数の柱２８ａ～２８ｃ，２３ｂを配置し、これら複数の柱２８ａ～２８ｃ，
２３ｂの下端部間を立ち上がり下地２９によって連結し、これら立ち上がり下地２９と床
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パネル２７とに亙って防水部材２９ｈ，２９ｈを敷設するという簡易な構成で容易に形成
することができる。
【００５５】
　このように、インナー部２２の構成を簡易化できるので、建物本体２を形成する複数の
建物ユニット１０のうちのいずれかの床パネル上に形成することで、インナー付き建物ユ
ニット２０を容易に形成することができる。そして、このインナー部２２に位置する床パ
ネル２７上に、ルーフバルコニー５の床面（ＡＬＣ床パネル５２）と接続され、当該イン
ナー部２２の床面４３を形成する連結部材４０を配設し、これらルーフバルコニー５の床
面（ＡＬＣ床パネル５２）からインナー部２２の床面４３へと連続して防水層５４を配設
することでルーフバルコニー５とインナー付き建物ユニット２０との連結構造を簡略化で
き、インナー部分を備えたルーフバルコニー５（換言すれば、インナーバルコニー）を容
易に形成することができる。
【００５６】
　よって、従来のように、中間梁を用いてインナー部２２の床と室内床（部屋部２１の床
）とを区画するなどのインナー部構築の手間を省くことができるので、インナーバルコニ
ー構築における作業工数を大幅に低減することができる。このとき、インナー付き建物ユ
ニット２０は、予め工場にて建物ユニット１０の製造ライン（ユニット組立ライン）で形
成することもできるし、建築現場にて建物ユニット１０にインナー部２２を配設すること
で容易に形成することもできる。但し、予め工場のユニット組立ラインにて生産しておけ
ば、その分、当該現場での作業工数を減らすことができて当該作業をさらに簡略化でき、
より一段と短期間での施工が可能となるため、建築現場における工期を大幅に短縮するこ
とが可能となる。従って、このインナー付き建物ユニット２０を用いれば、インナーバル
コニーを構築するためのコストダウンを図ることができる。
　かくして、本実施形態のユニット式建物１によれば、現場作業を大幅に簡略化し、施工
期間を短縮化できると共に、ユニット製造が容易でコストダウンを図ることができる。
【００５７】
　このとき、インナー部２２が配設される床パネル２７は、骨組みの対向する床梁２４ｂ
，２４ｄ間に架設される複数の床根太２５…の上面に敷設されており、当該床パネル２７
上に配設される連結部材４０によって形成されるインナー部２２の床面４３と、ルーフバ
ルコニー５の床面（ＡＬＣ床パネル５２）とが面一であるので、インナー部２２からルー
フバルコニー５へと床面を段差なく連続して形成することができる。
【００５８】
　また、インナー部２２の四隅に立設される柱２８ａ～２８ｃ，２３ｂのうち、少なくと
も一つの柱として骨組みの柱２３ｂを流用することで、インナー部２２に使用する柱の数
を削減、すなわち部品点数を削減してコストを抑えることができると共に、インナー付き
建物ユニット２０の隅部を利用してインナー部２２を設けることができる分、剛性を確保
することが容易になる。
【００５９】
　さらに、インナー部２２と部屋部２１との境界に配設される建具３１が、当該境界に位
置する床パネル２７上に配置され、インナー部２２の複数の柱２８ａ～２８ｃ，２３ｂに
対して、外壁受けフレーム３０ｃ、天井梁２４ｕおよび間柱３０ｄ，３０ｅを介して固定
されるので、従来に比して、インナー付き建物ユニット２０を形成するための手間を省き
、ユニット製造が格段と容易でコストダウンを図ることができる。
【００６０】
　しかも、ルーフバルコニー５の床面（ＡＬＣ床パネル５２）と接続され、インナー部２
２の床面４３を形成する連結部材４０が、インナー部２２の床パネル２７上に取り付けら
れる調整材４１ａと、ルーフバルコニー５の床面（ＡＬＣ床パネル５２）におけるインナ
ー部２２側端部に取り付けられる調整材４１ｂと、に跨がって敷設されている。そして、
これら調整材４１ａ，４１ｂの高さ調整に応じて、インナー部２２側からルーフバルコニ
ー５側へ向けて下るように傾斜する勾配を設けている。これにより、建物本体２の外部側
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に配置されるインナー部２２において、雨などの自然環境や、ガーデニングまたは清掃等
に関わる水が溜るのを未然に回避でき、排水対策を講じることができる。
【００６１】
　なお、本発明は、上述した実施形態に限定されることなく、本発明の趣旨を逸脱しない
範囲において、適宜、種々の改良および設計の変更が可能である。
【００６２】
　例えば、上述した実施形態では、バルコニーとして建物本体２の下屋４上に設けられる
ルーフバルコニー５を適用する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、この他、
例えば下屋４のない建物本体２における上階部分の外部に柱等により支持されるように配
設され、建物本体２に対して片持ち式に設けられるキャンチバルコニー等のバルコニーを
広く適用することができる。
【符号の説明】
【００６３】
　１…ユニット式建物
　２…建物本体
　４…下屋
　５…ルーフバルコニー（下屋バルコニー）
　５ａ…バルコニー床フレーム
　６…外壁パネル
　１０…建物ユニット
　２０…インナー付き建物ユニット
　２１…部屋部
　２２…インナー部
　２３ａ～２３ｄ…柱
　２４ａ～２４ｄ…床梁
　２４ｕ…天井梁
　２５…床根太
　２６…床フレーム
　２７…床パネル
　２８ａ～２８ｄ…柱（インナー部の柱）
　２９…立ち上がり下地
　２９ａ～２９ｃ…下地部
　２９ｄ～２９ｇ…下地仕上げ部材
　２９ｈ，２９ｈ…防水シート（防水部材）
　３０ａ～３０ｃ…外壁受けフレーム
　３０ｄ，３０ｅ…間柱
　３１…建具
　４０…連結部材
　４１ａ，４１ｂ…調整材
　４３…床面
　５０…バルコニーユニット
　５１…バルコニー床フレーム
　５２…ＡＬＣ床パネル（軽量気泡コンクリート製床パネル）
　５３…手摺部
　５４…防水層
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